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研究成果の概要（和文）：本研究は上古中国語（特に戦国時代）の音韻体系のうち、いわゆる以母（中古音 
y-）の上古音とpreinitial *s-について考察を加えることを目的とする。2016年はT-typeとL-typeについて再検
証し、以母を*d-から*l-へと置き換える仮説を検証。またpreinitialに関して、出土資料の「訊」を例に西の声
母に*sn-を再構。2017年は「上古音以母」に関して初歩的な検討を加えた。以母が上古の2種以上（L-typeと口
蓋垂音）の声母に由来することを再確認し、由来不明の以母を再構するための仮説を新たに示した。また「鉄」
についても検討を加えたが、この点についてはさらなる検証を要する。

研究成果の概要（英文）：This study tried to reconstruct the "Yimu (Middle Chinese y-) " and the 
preinitial *s- in Old Chinese. This study has revealed followings: (i) Yimu (y-) came originally at 
least from two initials in Old Chinese. This study re-examined this hypothesis by investigating the 
Xiesheng connections, phonetic loans seen in the excavated documents. Besides these studies, I tried
 to reconstruct the word "iron" in Old Chinese. (ii) the word "west" has *sn- as its onsets. Based 
on the Middle Chinese, the word "west" has a singleton onset *s-. Whereas, based on the resources 
from excavated documents such as oracle bones, bronze scripts, and bamboo slips, the word "west" had
 relationships with the word "to interrogate." And it had a character Ren "a person" as a phonetic 
element. It is concluded that the word "to interrogate" and "west" have *sn- for its onsets. 

研究分野： 歴史言語学　中国語音韻史

キーワード： 上古中国語　上古音　戦国出土資料　出土文献　声母　以母 y-　preinitial
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１．研究開始当初の背景 
 上古中国語の音韻体系を研究する場合、従
来は伝統的な手法―『詩経』等に見られる押
韻の分析や諧声系列、諸文献に見える異同す
なわち異文の整理―が主要な研究手法であ
った。こういった研究手法による成果はすで
に出尽くされた感があり、上古音研究にはあ
る種の閉塞感、隔靴掻痒の感が漂っていたと
言わざるを得ない。 
 ところが 20 世紀後半以降になると、上古
音研究をめぐる環境は一変する。中国の長江
流域を中心に多くの文字資料が出土し、陸続
と公刊されているからである。これらの資料
はいわば「生の資料」であり、後世の手が加
えられていない大変貴重な資料である。その
上、時代や出土地がある程度明確であり、当
時の言語を研究する際の一つの定点となる
ものである。そもそも「上古」と一言で言っ
てもその期間はおよそ千年以上の幅があり、
一つの時代の言語研究としてはあまりに広
すぎる。しかし、このような出土資料を研究
対象とすることでより現実的な言語研究が
可能となったと言えよう。またこれと同時に、
従来の伝統的な研究手法から得られた成果
を再評価することにもなるが、出土資料を用
いてみると、実際には伝統的な手法から得ら
れた成果を支持するような事例も多く、この
点は研究史の観点から見て注目に値する。 
 
２．研究の目的 
 本研究ではこれらの出土資料を中心に用
いて、特に（１）「上古音以母（すなわち中
古音以母の由来）」を明らかにすること、そ
して（２）preinitial *s-の再構の有無につ
いて検討を加えることを主たる目的として
いる。 
 
(1) 「上古音以母」について 

 従来の諧声系列の研究によると（中古
音）以母（y-）は少なくとも２つ以上（舌
音系と牙喉音系）の上古音の声母（音節
頭子音）に由来することが明らかとなっ
ている。ところが、近年この仮説を否定
する見解もいくつか見られる。本研究で
は改めて当該仮説に検証を加えるべく、
諧声系列の整理に加え、出土資料に見え
る通仮（当て字の用法）を整理する。由
来が異なるとされる以母の語が出土資
料中で互いに通仮関係にあるかどうか
を見極めることで、当該仮説の妥当性を
検証する。通仮関係にある場合、仮説の
再検証を要するが、逆の場合は仮説を支
持する結果となる。さらに中古音以母 y-
への合流の時期についても議論するこ
とが可能となる。 

(2) 「preinitial *s-」について 
 諧声系列に基づくと、「修（*sliw > 
sjuw）」と「攸（*liw > yuw）」のように、
上古音体系に preinitial *s-を再構す
る例は少なくない。したがって、これを

prefix と見なすかどうかについては研
究者間に意見の相違が見られるが、
preinitial *s-を認めるという点につい
ては概ね一致している。しかしどの単語
に preinitial *s-を再構するべきであ
るかについては、単語毎に検討を加えな
ければならない。本研究では、一つ一つ
の単語に検討を加え、preinitial *s-の
有無について議論することを目的とし
ている。 

 
３．研究の方法 
（１） 「上古音以母」について 

 諧声系列に基づき、T-type と
L-type の仮説の妥当性を再検証する。
さらにL-typeの以母とは異なる諧声
系列に含まれる語、たとえば「與」
や「夜」等について、出土資料に見
える通仮の現象を整理する。これら
二種の以母が出土資料中で通仮関係
にあるかどうかにつき検証を加える。 

（２） 「preinitial *s-」について 
 いわゆる心母の単語（中古音にお
いて s-を頭子音にもつ語）を研究対
象として、検討を加える。特に鼻音
や流音と s-の関係に着目する。特に
個別の単語を例に検討を加える。 

 
４．研究成果 
（１） 「上古音以母」について 

 従来の研究によると、中古音以母（y-）
は諧声系列や異文などの整理によると、
定母（d-）との関係が深いため、中古音
以母 y-は定母に帰すという「喩四帰定
（曾運乾による仮説）」に基づく仮説が
多くの研究者によって伝統的に支持さ
れてきた。その後、Karlgren は中古音以
母 y-が上古音の 3 種の声母に由来する
という見解を示す。たとえば「易」は上
古の*d-に、「羊」は上古の*z-に、「欲」
は上古の*g-にそれぞれ由来するとして
いる。同様の見解は、たとえば董同龢に
も見えるが、具体的な単語の音価に関し
てはKarlgrenとはやや異なる。その後、
李方桂やSchuesslerらの研究によって、
Karlgren の*d-は*r-あるいは*l-に修正
される。李方桂は原則として*r-のみに
統一するが、唇音と諧声関係にある以母
y-については*brj-、牙喉音と諧声関係
にある以母 y-については*grj-というよ
うに再構する余地も残している。 

① 本研究ではまず*d-を*l-へと修正する
仮説の妥当性を再検証し（T-type と
L-type が通仮、諧声関係にないことを実
証し、*d-の可能性を排除）、L-type に由
来する以母 y-の再構を試みた。たとえば
「余」は諧声系列によると、端母 t-、知
母 tr-、章母 tsy-と諧声関係になく（す
なわち T-type を再構する条件を欠く）、
以母 y-や船母 zy-と諧声関係にある。よ



って、「余」は L-type に由来する以母 y-
と推定され、*la と再構される。 

② さらに舌音（T-type や L-type）と諧声
関係になく、牙喉音（軟口蓋音）と諧声
関係にある以母 y-の整理を行った。たと
えば以母 y-「羊」は見母 k-「姜」や渓
母 kh-「羌」等と諧声関係にあるが、舌
音とは諧声関係にない。この場合、
Baxter and Sagart（2014）等は「羊」
に関連する語に口蓋垂音を再構する口
蓋垂音仮説をとる（潘悟雲による仮説を
修正したもの）。同様の例にはたとえば
見母 k-「谷」と以母 y-「欲」、邪母 z-
「俗」の諧声関係などがある。 

③ 本研究では「夜」を例にこの種の以母に
検討を加えた。その結果、「夜」は下記
のように、舌音系とは関係がなく、寧ろ
牙喉音系声母の語と密接な関係にある
ことがわかる（特に「與」については大
西克也氏による重要な研究がある。）：  

 
「夜」 「亦声」（『説文解字』） 
「赦」 「或从亦」（『説文解字』） 
「夜」：通仮｛擧｝（清華簡『耆夜』） 
「夜」：通仮｛赦｝（上博『昔者君老』） 
「 」：通仮｛赦｝（郭店『成之聞之』） 
「 」：通仮(異体字?)｛擧｝（上博『恒先』） 
 

しかもこれらの語は L-type のような舌
音系の語と関係がない。よって本研究で
は下記のような仮説を示した： 

 
【仮説】戦国竹簡において L-type（舌音系声
母）と通仮する以母は L-type に由来する以
母と推定される。口蓋垂音あるいは軟口蓋音
（牙喉音系声母）と通仮する以母は口蓋垂音
に由来する以母と推定される。 
 

当該仮説に基づけば、いわゆる「由来不
明の語（復元強度の低い語）」について
もその再構の確度を高めることが可能
である。 
 

④. 課題 
 近年、このような以母 y-を幾つかの上
古音声母に由来するという仮説に疑義
を唱える研究者もあるが、これについて
は別の観点（義通換読、同義換読）から
の検討を要するため、今後の課題とした
い。 

 
（２） 「preinitial *s-」について 

 現在多くの研究者が諧声系列に基づ
き、preinitial *s-の再構を認めている。
preinitial *s-の大部分が鼻音や流音と
の関係が深いが、*st-のように閉鎖音の
前に置かれることもある。 

① 問題点 
 諧声系列に基づき、preinitial *s-を
再構する点については基本的には問題

ない（ただし諧声関係が後世のものであ
り、preinitial *s-を否定する必要があ
る場合もある。たとえば「喪」と「亡」
等）。ところが、一部の語はそもそも鼻
音や流音と諧声関係にないため、
preinitial *s-を再構する理由も根拠も
見当たらない。その場合は、中古音の音
価に基づき、上古音を投影するほかない。
たとえば「西」や「休」については、中
古音（心母 s-）に基づき、その上古音も
*s-と再構する研究者がほとんどである。
また中国諸方言に目を向けても、[s]や
[ʃ]、あるいは[ɬ]のような摩擦音で実現
され、これらは中古音の s-から音変化を
経た結果と推定される。このように「西」
や「休」等からは鼻音や流音の痕跡は見
いだせない。 

② 出土資料を用いた検証 
 ①のような場合、大部分の単語は*s-
と再構するほかないが、本研究では出土
資料に見える例を用いて、preinitial 
*s-の痕跡を探った。 

③ 「西」について 
 すでに述べたとおり、多くの研究者が
「西」を*s-というように再構する。と
ころが、「西」を文字構成要素に持つ字
を詳しく見てみると「迺」という文字が
見え、これは中古音泥母（n-）である。
「西」と｢迺｣の諧声関係を認める研究者
はあまり多くないが、これを諧声関係と
認めるならば、「西」を*sn-と再構する
余地があることがわかる。「迺」のほか
に、「西」を文字構成要素に持つ字とし
て重要なのが、「訊」の古文「 」であ
る。 

④ 「訊」の古文「 」について 
 「 」の「西」は声符である可能性が
高い。さらに興味深いことに、「訊」の
甲骨文、金文を見てみると、「訊」は「人」
を声符に持つと思われる字から構成さ
れることがわかる。「人」は泥母／日母
（*n-）である。してみると、次のよう
な仮説が考えられる： 

 
【仮説】「人」を文字構成要素（声符）にも
つ「訊」も上古では*sn-という声母を有して
いた。その場合、「訊」の古文である「 」
も*sn-という声母であったはずである。よっ
て「 」の文字構成要素である「西」も*sn-
という声母を有していた蓋然性が高い。 
 
⑤ 実際に出土資料中では「 」が｛迅｝を

表すように、「 」は「訊」「迅」等と関
係が密接である。また「西」を声符に持
つ「哂」が中古音書母（sy-）である点
も「西」が*sn-であったという仮説を支
持する。上古の*s-が中古で sy-に音変化
する例が存在しないからである。中古書
母 sy-に変化する上古声母は*st-、*hl-、
*hn-、*hng-等である。この点から見て



も、「西」が*sn-という声母を有してい
たことがわかる。 

⑥ 課題 
 このように preinitial *s-を認める
場合、各単語に詳細な検討を加えなけれ
ばならない。また preinitial がそもそ
も prefix かどうかについてもさらなる
検討を要する。シナ・チベット語を射程
に収める場合、prefix を推定する研究者
も少なくない。上古中国語の段階では、
統語的に説明できる余地も残されてお
り、prefix を推定するかどうかについて
は今後のさらなる研究を必要とする。 
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